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　４月１５日、織笠川で「サケ稚魚放流会」が行われ、織

笠保育園の園児と織笠小、轟木小の２年生２８人が参加し

ました。子供たちは川岸からバケツに入った稚魚５万匹

を放流し、元気に泳ぎだす姿を優しく見守っていました。

サケの赤ちゃん元気でサケの赤ちゃん元気でねね
織笠川で稚魚の放流織笠川で稚魚の放流会会



　
山
田
湾
内
で
も
数
多
く
見
ら
れ
る

ア
カ
モ
ク
は
、
養
殖
棚
付
近
に
生
え

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
漁
船
の
ス
ク

リ
ュ
ー
に
絡
ま
っ
た
り
養
殖
さ
れ
て

い
る
カ
キ
に
付
着
し
た
り
と
漁
業
の

妨
げ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

海
の
厄
介
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
ア
カ
モ
ク
で
す
が
、
ミ
ネ

ラ
ル
や
食
物
繊
維
な
ど
の
栄
養
分
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
、

が
ん
の
働
き
を
抑
え
る
効
果
が
期
待

で
き
る
と
い
う
研
究
成
果
も
発
表
さ

れ
る
な
ど
、
食
品
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
新
し
い
健
康
食
材
と
し
て
全
国

か
ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
カ
モ
ク
と
髙
橋
清
隆
さ
ん
が
出

会
っ
た
の
は
、
平
成
　
年
３
月
。
髙

１０

橋
さ
ん
の
父
・
故
政
志
さ
ん
が
、
ア

カ
モ
ク
を
毎
日
山
田
に
仕
入
れ
に
来

る
秋
田
ナ
ン
バ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
が
い

る
の
を
不
思
議
に
思
い
、
調
べ
て
み

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
時
、

太
平
洋
側
の
地
域
で
は
ア
カ
モ
ク
を

食
用
に
す
る
と
い
う
習
慣
は
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
た
め
、
誰
も
事
業
と
し

　
皆
さ
ん
は
ア
カ
モ
ク
と
い
う
海
藻
を
ご
存
じ
で
す
か
。
全
国

的
に
広
く
分
布
し
て
お
り
、
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が
な
く
て
も
、

見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
カ

モ
ク
は
こ
れ
ま
で
養
殖
漁
業
な
ど
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
か
ら
、

ず
っ
と
邪
魔
物
扱
い
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
中
央
町
の
髙
橋
清
隆

さ
ん
は
そ
ん
な
ア
カ
モ
ク
を
有
効
利
用
し
、
町
の
新
し
い
特
産

品
を
目
指
し
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
髙
橋
さ

ん
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

アカモク　Sargassumhorneri
　ホンダワラ科の海藻で、日本各地の沿岸に

分布。生命力がとても強く、７㍍くらいに成

長するものもある。秋田県では「ギバサ」、新

潟県佐渡市では「ナガモ」と呼ばれ、独特の

粘りがあり、主に日本海側の一部の地域で食

されているが、太平洋側では食べる習慣はほ

とんどない。栄養分としてポリフェノールや

フコイダン、食物繊維などを豊富に含み、健

康食材としても注目が集まっている。

【２】

て
取
り
組
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
未
知
な
る
海
藻
ア
カ
モ
ク

に
新
た
な
事
業
の
可
能
性
を
感
じ
た

髙
橋
さ
ん
親
子
は
、
同
年
６
月
に
岩

手
ア
カ
モ
ク
生
産
協
同
組
合
を
設
立
。

町
内
の
漁
業
者
に
組
合
員
と
な
っ
て

ア
カ
モ
ク
を
収
穫
し
て
も
ら
い
、
加

工
と
販
売
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
も
と
も
と
食
習
慣
が
無

い
地
域
で
の
販
売
は
、
簡
単
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
企
業
訪

問
し
て
も
門
前
払
い
を
受
け
る
日
々

が
続
き
、
何
度
と
な
く
や
め
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
町
に
活
気
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
、

少
し
で
も
漁
業
者
の
収
入
に
つ
な
が

る
事
業
に
し
た
い
―
―
。
髙
橋
さ
ん

は
強
い
思
い
を
胸
に
、
製
品
の
研
究

や
営
業
活
動
の
た
め
精
力
的
に
全
国

を
駆
け
回
り
ま
し
た
。

　
何
度
も
商
品
改
良
を
重
ね
、
地
道

な
営
業
活
動
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
数

年
前
か
ら
徐
々
に
注
文
が
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
は
各

種
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機

会
も
増
え
、
首
都
圏
を
中
心
に
昨
年

は
約
　
㌧
を
出
荷
す
る
な
ど
、
業
績

３０

を
伸
ば
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
ご

ろ
で
は
、
健
康
食
品
の
原
料
と
し
て

の
注
文
も
増
え
て
き
た
と
の
こ
と
。

　「
ア
カ
モ
ク
を
山
田
の
名
産
の
一

つ
に
し
て
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

こ
の
町
に
恩
返
し
が
し
た
い
」
そ
う

熱
く
語
る
髙
橋
さ
ん
の
目
は
、
希
望

と
意
欲
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

【３】

収
穫
か
ら
出
荷
さ
れ
る
ま
で

岩手アカモク生産協同組合

代表理事　髙 橋  清   隆  さん
きよ たか

　　　　　（中央町・３４歳）

ア
カ
モ
ク
生
産
で
町
に

活
気
を
生
み
出
し
た
い

　山田湾は天然のアカモクが多く捕れる所で、その

量は全国でも上位にあります。アカモクは加工する

ことでクセもなく「シャキシャキトロトロ」という

独特の食感が生まれ、酢じょうゆでそのまま食べて

も良いですし、みそ汁に入れたり、イカの刺身にか

らめたりしてもおいしいです。将来的には「アカモ

クといえば山田」と言われるような一大生産地を目

指し、町に活気が出るようにしたいですね。

収
穫

ボ
イ
ル

アカモク入り商品
町内飲食店と開発
アカモクを練り込んだ「干

し麺」（写真左）／アカモク

入りの「三陸アカモクラー

メン」

最
盛
期
の
５
月
に
は
１
日

で
２
㌧
が
水
揚
げ
に

ゆ
で
る
と
あ
ざ
や
か

な
緑
色
に
変
化

刻
む
こ
と
で
独
特
の
粘
り

と
食
感
が
生
ま
れ
ま
す

パ
ッ
ク
に
詰
め
て
ラ
ベ
ル

を
張
り
、
出
荷
さ
れ
ま
す

加
工

包
装



火
消
し
の
勇
姿
見
せ
付
け
る

　
町
消
防
団
（
菊
地
民
雄
団
長
・
団

員
３
４
３
人
）
の
消
防
演
習
が
４
月

　
日
、
晴
れ
渡
っ
た
青
空
の
も
と
で

２０大
沢
漁
港
を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
団

員
ら
３
１
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
菊
地
団
長
が
「
団
員

の
皆
さ
ん
に
は
訓
練
に
訓
練
を
重
ね

た
結
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
訓
示
。
統
監
の
沼
崎
喜
一

町
長
は
「
郷
土
愛
の
精
神
か
ら
な
る

消
防
団
員
の
存
在
は
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
各
地
域
で
の
火
災
予
防
活
動

の
中
心
的
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
団
員
の
皆
さ
ん
は
町
民

の
生
命
財
産
を
守
る
と
い
う
使
命
感

を
心
に
刻
み
、
一
層
の
努
力
を
重
ね

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
団
員
の
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、

入
・
退
団
者
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
　
人
が
入
団
し
、

１８

入
団
者
を
代
表
し
て
第
７
分
団
の
加

藤
周
平
さ
ん
（
飯
岡
・
　
歳
）
が
声

２５

高
ら
か
に
宣
誓
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
小
・
中
隊
訓
練
や
消
防

操
法
（
水
出
し
操
法
）
を
展
開
。
大

沢
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
救
急
訓

練
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
田
幼
稚
園
の

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
防
火
を
呼
び
掛

け
る
ほ
ほ
笑
ま
し
い
遊
戯
で
演
習
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
同
地
区
内
の
県
道
重
茂
半

島
線
で
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
堂
々

と
し
た
行
進
で
団
員
の
心
意
気
を
示

し
ま
し
た
。
大
沢
漁
港
で
行
わ
れ
た

放
水
訓
練
で
は
、
岸
壁
か
ら
高
々
と

何
本
も
の
水
の
柱
を
上
げ
、
火
消
し

の
勇
姿
を
見
せ
付
け
て
い
ま
し
た
。

平
成
　
年
町
消
防
演
習

２０

大沢漁港で行われた放水訓練

【４】

消防庁長官表彰　試永年勤続功労章　佐藤光信（９分

団長）　県知事表彰　試功績章　坂本孝一（６分団長）、

大石秀男（１０分団長）、鈴木勝男（１１分団長）、佐藤充

（１２分団長)　日本消防協会長表彰　試永年勤続功労者

菊地民雄（消防団長）　試功績章　 々木清通（副団長）

試精績章　鈴木秀憲（副団長）　試勤続章　坂本孝一

（６分団長）、佐藤充（１２分団長）、昆義男（４）、川端

弘典（３）　県消防協会長表彰　試永年勤続功労者　菊

地民雄（消防団長）　試功労章　糠森泉（５分団長）　

試功績章　佐々木健明（７分団長）、鈴木勝男（１１分団

長）、 々木鉄夫（１３分団長）　試優良婦人消防協力隊

員　柴田聡子（山田町婦人防火クラブ連合会地区副会

長）　試内助功労者　佐藤直子（８分団長夫人）　町長

表彰　試功労章　佐藤充（１２分団長）　試勤続章　花﨑

正男（１）、佐々木武広（３）、佐藤吉孝（７）、佐々木

正志（１１）、佐藤孝一（１３）、佐々木啓之（１３）　試功

績章　佐々木貴光（３）、昆恵一（４）、坂本祐一（６）、

横田龍寿（６）、斉藤信之（９）、鈴木敦（１０）、豊間根

尚文（１２）　試感謝状　鳥居ハマ（防火水槽築造土地提

供者）、芳賀惣衛（防火水槽築造土地提供者）、佐藤 

枝（内助功労者）　県消防協会宮古地区支部長表彰　試

精錬証　佐々木春良（５）、中村勝幸（５）、佐々木勝

彦（８）、佐藤健一（８）、福士秀一（１０）、鈴木忠親

（１１）　試勤続証　佐々木文明（本部）、織笠憲一（２）、

石村勝浩（２）、阿部勝太（３）、阿部哲也（３）、釜石

則光（３）、佐々木浩徳（３）、昆裕樹（４）、小林隆広

（５）、坂本哲男（５）、阿部泰正（６）、田老兼藏（６）、

佐藤浩（８）、福士博幸（１０）、福士清和（１０）、佐々

木康浩（１０）、佐藤太（１２）、佐藤栄一（１２）　

町消防団長表彰　試精績章　福舘宏也（１）、佐々木敏

（１）、木戸脇大輔（１）、橋端大助（２）、佐々木隆義

（３）、佐藤昌義（３）、昆省吾（４）、佐々木剛（４）、

 野真行（４）、中村貴昭（５）、山﨑典博（６）、山田

宜幸（６）、村田幸一（９）、佐藤雅哉（９）、堀合正幸

（９）、柏谷貴文（１０）、鈴木幸次（１１）　試無火災表彰

　２分団（１０年間）、３分団（３年間）　試分団現場活

動功労表彰　第３分団　

　　　　　　　　《カッコ内は分団名など・敬称略》

表彰された皆さん

訓練の成果を存分に披露
①きびきびとした動作で行われたポンプ車操法／②統制のと

れた陣容を披露した分列行進③大沢婦人防火クラブによる救

急訓練／④山田幼稚園幼年消防クラブによる遊戯の発表／⑤

入団者を代表して宣誓書を読み上げる加藤周平さん

①

②

③ ④ ⑤

【５】



佳

夏

可

嫁
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▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

▽
開
設
期
間
　
６
月
～
来
年
３
月

▽
学
習
内
容
　
環
境
問
題
や
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど
の
学

習
や
移
動
学
習
、
共
催
事
業
「
さ

わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
な
ど

▽
対
象
　
町
内
在
住
の
成
人

▽
年
会
費
　
５
０
０
円

▽
定
員
　
約
１
０
０
人

▽
申
込
期
限
　
５
月
　
日
（
定
員
に

２０

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
担
当

（
察
　－

３
１
１
１
内
線
６
２
３
）

８２

へ
ど
う
ぞ
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
女
性
セ
ミ

ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
。
同
セ
ミ
ナ
ー

は
町
内
に
住
む
一
般
町
民
を
対
象
と

し
た
講
座
で
、
講
義
形
式
の
全
体
学

習
と
各
種
共
催
事
業
な
ど
幅
広
い
メ

ニ
ュ
ー
で
地
域
へ
根
ざ
し
た
学
習
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
、
地
域
活
動
や

自
主
活
動
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
開

催
す
る
も
の
で
す
。
成
人
で
あ
れ
ば

性
別
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
あ
な
た
自
身
の
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
事
業
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
事
業
説
明
会

▽
日
時
　
５
月
　
日
（
水
）

２８

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～

６月から女性セミナー開講

参加希望者は 2 0 日
までに申し込みを

一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か

　
町
で
は
、
山
田
町
高
齢
者
大
学
の

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
生

涯
学
習
の
一
環
と
し
て
毎
年
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
活
動
内
容
は
大

き
く
分
け
て
中
央
教
室
と
地
区
教
室

の
２
種
類
。
中
央
教
室
は
全
地
区
を

対
象
と
し
、
講
演
会
な
ど
総
合
的
な

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

区
教
室
は
豊
間
根
、
大
沢
、
山
田
、

織
笠
、
船
越
、
田
の
浜
、
大
浦
の
７

教
室
に
分
か
れ
、
学
級
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
県
内
名
所
旧
跡
の
視
察
や

町
民
芸
術
祭
へ
の
参
加
作
品
制
作
な

ど
、
地
区
ご
と
に
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
た
内
容
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
入
学
を
希
望
す
る
方
は
、
期
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
開
講
式

▽
日
時
　
５
月
　
日
（
木
）

２９

　
　
　
　
午
前
　
時
～

１０

▽
場
所
　
申
し
込
み
受
け
付
け
の
際

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限
　
５
月
　
日
１８

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
保

健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当
（
察

　－

３
１
１
１
内
線
１
６
４
）
へ
。

８２

高
齢
者
大
学
の
入
学
生
を
募
集

【６】



【７】

支出額（千円）件　　　数
項　　　　目

累　計当期分累　計当期分

5901109118総会・大会などの祝い金

22671288会　　費・負 担 金 

30010寸 志 な ど

0000激 励 金

10010見 舞 金

1046421折　　衝・懇　　談

35050香 典

0000土 産 品

99524512827合 計

◆町長交際費の執行状況

◆旅費・食糧費の執行状況   　　（単位：千円）

食　糧　費旅　　　費
課　　　　名

累　計当期分累　計当期分

28212,414158総 務 課

8534808127企 画 財 政 課

0030822税 務 会 計 課

18811,421231産 業 振 興 課

658952211住 民 生 活 課

70401,896451保 健 福 祉 課

22101,135166地 域 整 備 課

30106,5971,130消 防 防 災 課

0086153水 道 事 業 所

5231,513162議 会 事 務 局

567015827選挙管理委員会事務局

0020249監査委員事務局

101579114農業委員会事務局

88552,423616教育委員会事務局

2,36411321,2673,517合 計

　町では、四半期ごとに町長交際費と旅費・食糧

費の執行状況（支出額）を公表しています。今回

お知らせするのは、平成１９年度予算（一般会計、

特別会計、水道事業会計）の第４・四半期（１月

１日～３月３１日）のものです。 町
長
交
際
費
と
旅
費
・

食
糧
費
の
執
行
状
況

平成１９年度
第４四半期

立
候
補
者
説
明
会
を
開
催

◆植樹祭の会場位置図

旧織笠
清掃工場

織笠漁協
鮭川漁舎

ＪＲ
織笠駅

国道
45号へ

織笠川 三
陸
縦
貫
自
動
車
道
山
田
道
路

→

植樹祭
　会場

　山田の海を守る会（会長・沼崎喜一町長）

では、「山に広葉樹を植える運動」植樹祭を

開催します。あなたも緑豊かな森づくりに

参加しませんか。参加を希望する方は、当

日会場へお越しください。

試日時　５月１１日（日）

　　　　午前９時～１１時

試場所　織笠・新田地区町有地（下図参照）

試対象　一般町民

試内容　コナラ、ブナなどの苗木６００本の

植樹

試持ち物　スコップ、トウガ

◆申込先・問い合わせ　役場住民生活課環

境衛生担当（察８２－３１１１内線１２７）へ。

５
月
　
日
に
植
樹
祭
開
催
し
ま
す

１１ 　
任
期
満
了
（
７
月
　
日
）
に
伴

１４

う
山
田
町
長
選
挙
が
７
月
１
日
告

示
、
６
日
投
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
立
候
補
届
出
書
類

の
作
成
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
は

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
５
月
　
日
（
金
）

３０

　
　
　
　
午
後
１
時
半
～

▽
場
所
　
役
場
３
階
大
ホ
ー
ル

※
代
理
人
の
出
席
も
で
き
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
会
場
の
出
席
者
名
簿

に
立
候
補
予
定
者
の
氏
名
も
必
ず

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
町
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
４
１
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

７月１日告示
７月６日投票

※投票場所や期日前投票など、詳しい内容については次

号以降の広報でお知らせします。

山 田 町 長 選 挙



かまだ　あいり　ちゃん

（第一保育所・５歳）

　大きくなったらお花屋さんに
なりたいです。きれいな花束を
たくさん作って、いろんな人に
買ってもらいたいな。

すっとぎ作りに初挑戦

　以前、応募はがきに「すっとぎの作り方教えてく

ださい。」と書いたら、さっそく広報に載せてくだ

さって、ありがとうございました。食感は買った

すっとぎのようにはできませんでしたが、味は同じ

でした。上手に作れるようにこれからも頑張ります。

袰田忠子（北上市・４１歳）

【８】

老
い
し
身
は

な
り
ゆ
き
生
き
る
心
が
け

　
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
山
田
北
州

（
山
田
・
　
歳
）

８７

は
え
ば
立
て

立
て
ば
歩
め
と
思
い
や
り

孫
は
晴
れ
て
の
新
一
年
生

大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
歳
）

６３

田
ん
ぼ
道

共
同
作
業
懐
か
し
き

青
空
の
下
ス
コ
ッ
プ
担
ぎ
て

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

パ
チ
パ
チ
と

野
焼
き
の
火
花
飛
び
跳
ね
て

暖
冬
の
空
に
に
お
い
広
が
る

菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
歳
）

８６

高
齢
化

死
ぬ
ま
で
税
金
し
ぼ
り
と
り

　
　
佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
　
歳
）

８１

野に出て見つ
けた心和む春

　春に会いた
いと思い、早

々に朝食を済
ませ野に出掛

け

た。堤には、
ヨモギは若葉

を出し、ネコ
ヤナギがふく

ら

み、また、逆
らうことなく

さらさらと流
れゆく川。山

か

らはウグイス
の声、春を見

つけてほっと
したひととき

。

遠い日に聞い
た話。ウグイ

スは、毎年同
じ場所で鳴く

ん

だよ。思い出
して翌朝同じ

時間に立ち止
まった。やっ

ぱ

り山から「ホ
ーホケキョ」

と鳴く声。何
十年のウグイ

ス

の謎が解けた
。自然には寸

分の狂いのな
い春に感動の

朝

だった。 菊地サカヱ（
織笠・７３歳）

新しくなった広報ますます楽しみ

　毎月１回のやまだ広報を楽しみにしています。４月から

新しくなり、みんなのスペースも１枚１枚ハッキリとして

いて心が和みます。私にとって月に１回の楽しみなのです。

佐藤啓子（船越・３０歳）

ジ
コ
ク
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
Ａ（
　
）
１１

白
土
栞（
８
）

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｙ（
　
）
１３

スイーツキン
グ（？）

Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
☆（
　
）
１６

宇
多
田
ス
カ
ル
（
笑
）（
　
）
１２

s
t
i
t
c
h
随（
　
）
１３

P
e
a
s（
ピ
ー
ス
）（
？
）

山田よいとこ好きな町（１２)

　不動尊奥の院は悠久の時を重ね、今なおその静かなたたずま

いを残す。あの岩 崖 に奉納されてある数多い剣は、戦地に居る
がけ

兵士たちの武運を祈りささげし名残か。当時は今のようなモー

タリゼーションの時代でなく、遠くからでも歩いての参拝だっ

た。お不動さんに寄せる思いが募り、こんなフィクションの物

語を書いてみた。

　ある若い仲良しカップルが、そろってお不動さん参りをした。

だが、彼氏は間もなく招集され、戦地へと出征していってし

まった。残された彼女は彼の武運長久を祈ろうと、再びお不動

さん詣でに出掛ける。もちろん歩いてだ。寺前の道から鉄道の

踏切を越えると、坂の石側の土手に「 賽 の神様」があった。辺
さい

りから小石を拾いお供えし、彼氏と二人そろって拝んだ思い出

の神である。二人は何を祈ったのだろう。今は彼女一人。うら

若い乙女は、彼と一緒にたどった道を思い出を胸に秘めて、歌

を 唄 いながら行く。
うた

　坂を下り関谷の里に入っていくと 泉沢 という集落だ。こんこ
いずみざわ

んと 湧 き出る泉があり、そのことから「泉沢」の地名となった
わ

のだろうか。やがて乙女は唄いだす。

　　 思い出お不動さん

（一）乙女の胸に 偲 びよる　関谷の里のカンコ鳥
しの

　　　（カッコーカッコー）

　　 君の声かと立ち寄れば　消えて冷たく岩陰に

　　 泉ほろほろ 湧 くばかり
わ

　６月７月頃になると、関谷の里にもカッコウが来て家近くの

電線に止まり、五月雨の日でもカッコーカッコーとよく鳴いて

いたものだし、その鳴き声にほだされて季節を心地よく感じ

取ったものだったが、悲しいことに最近全然姿も鳴き声すら聞

こえなくなった。自然界が何か変だ。

　乙女は初夏の心地よい田園風景の道を、関口神社目指し唄い

続けていく。

（二）昔の夢のなつかしく　たずね来たりしお不動さん

　　 山よ小川よまた森よ　姿むかしのままなれど

　　 なぜに彼の君影もなし

　彼女はなお頑張って奥の院まで行き、千体仏様にも彼の無事

を深くお願いして、元気に道を引き返す。

（三）過ぎにし夢と想いつつ　山路下ればサヤサヤと

　　 千体仏の慈悲の風　胸にやさしくなつかしく

　　 明日の希望をささやくよ

（つづく）

　ペンネーム・山田北州（山田・８７歳）

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

共同作業に皆さんのご協力を　花の季節と共に雑草も伸びてきました。魚市場前の公園は漁協女性部の共同作業の草取りが春と秋に実施されます。事務局から一人一人の部員にプリントも配布されます。人数が多いと短時間で終るのに、少人数では時間もかかります。「私一人くらい出なくても」という安易な気持ちにならず、仕事をやりくりして協力するようお願いします。
　　　　　　　　　　佐藤豊子（境田町・６８歳）

【９】

平
山
史
乃（
　
）
１０

山﨑梨々花（１２
）

神崎（１２）

お
で
ん
く
ん（
　
）
１２

川
野
美
穂（
　
）
１２

姫
神（
　
）
１２

野
田
梨
加（
　
）
１１

蛇
石
葉
月（
　
）
１０

 零
 
（
　
）

ゼ
ロ

１２

佐
々
木
聖
和（
？
）



【１０】

カキ入りクラムチャウダーを開発

県の支援事業で新商品が完成

　第６３回盛岡市内一周継走大会で、山田中女子が８年ぶ

り２度目の優勝を果たしました。大会は４月２０日に盛岡

市内で開かれ、中学女子の部には県内１１５チームが出場。

１走で５位に付けた山田中は、２走で２位に順位を上げ

ると、最終４走で逆転し、トップでゴールしました。ア

ンカーを務めた川村絵理主将は、「みんなが頑張って差を

縮めてくれたおかげです。秋の県駅伝でも優勝し、全国

大会に出場します」と強い決意で話してくれました。

【出場選手】写真左から西舘央恵（２年）、田畑有望（３

年）、佐々木麗華（２年）、川村絵理（３年）《敬称略》

　４月２７日、㈱川石水産がカキを使った新商品「岩手山

田産かき入りクラムチャウダー」の完成発表会を開催し

ました。これは、県が実施する県北・沿岸地域起業化支

援事業を受けて開発されたもので、製作には町内のレス

トラン「ろか～れ・あ～しゃ」を営む駒場利行さん（写真

左）が協力。昨年１２月から県内での試食会とアンケート調

査、研究を重ねて製品化となりました。代表取締役の川

石睦さんは「この商品を通して消費者の皆さんに、カキ

にもいろいろな料理法があることを広めていきたい」と

話していました。本商品は千葉県や盛岡市などに出荷さ

れるほか、町内では道の駅やまだで販売される予定です。

「オランダ料理を味わう会」開催

友の会活動の活発化を図る
　４月２日、日蘭交流友の会（伊藤敏会長・会員９１人）

の有志５人が主催する「オランダ料理を味わう会」が町

中央コミュニティセンターを会場に開かれました。これ

は、町海外研修派遣事業でオランダに行った人たちが当

時の思いを風化させないようにと開催したもので、会に

は沼崎喜一町長や伊藤会長ら５人を招待。ピラフ風の豆

ご飯やソーセージ煮込みなど、オランダの家庭料理５品

が出されました。参加した皆さんは懐かしいオランダの

料理を味わいながら、海外研修の思い出話に花を咲かせ

ていました。主催した鈴木恊子さん（山田・６３）は「今

後は料理講習会の開催を計画しており、友の会の活動を

もっと盛んにしていきたい」と話していました。

盛岡市内一周継走大会

山田中女子が８年ぶりの栄冠

懐かしい味に舌鼓を打
つ参加者（上写真）／
当日振る舞われたオラ
ンダ料理

　今月の題字

 々木 知  哉 君
とも や

　　　（荒川小４年）

【１１】

  齊藤キシノさ んが100歳

長寿の秘けつはゲートボール

織笠
地区

　織笠の齊藤キシノさん（明治４１年生まれ）が３月２８日

で満１００歳の誕生日を迎えました。同日沼崎喜一町長が

自宅を訪問し、長寿を祝福。「１００歳おめでとうございま

す。これからも元気で長生きしてくださいね」とあいさ

つし、長寿祝い金を手渡しました。施設のショートステ

イを利用しながら元気に過ごす齊藤さん。「長生きの秘

けつは友人と９４歳までゲートボールで足腰を鍛えたお

かげです」と笑顔で話していました。

ブックスタート事業始まる

乳幼児へ絵本をプレゼント
　４月から始まったブックスタート事業により、町から乳

幼児に絵本がプレゼントされました。これは、絵本の読み

聞かせを通じて、親子の絆を深めてもらうため実施される

ものです。４月２４日、町保健センターに３カ月健診で訪れ

た１２組の親子に対し、沼崎喜一町長が「お子さんが本を好

きになる機会を作ってあげてください」とあいさつし、絵

本１冊とバッグを手渡しました。続いてボランティアサー

クル「おはなし広場」の皆さんによる実演や、読み聞かせ

の方法についての指導が行われ、参加した人たちは絵本を

通じた親子の触れ合いの大切さを学んでいました。

山田町土地改良区の初総会

事業計画など１４議案を議決
　山田町土地改良区（斉藤國三郎理事長・組合員２１６人）

の第１回通常総会が３月３０日、荒川構造改善センターを

会場に行われました。会場には６１人が出席し、総会では

事業計画や維持管理費予算など１４議案が原案どおり可決

され、暫定で就任していた斉藤理事長が再任されました。

斉藤理事長は「安全で安心な農産物を消費者に供給でき

る体制として、農地を有効活用できる仕組みづくりを一

丸となって取り組んでいきたい」とあいさつしました。

同改良区は、荒川と豊間根地区の農地や水路を共同で管

理する団体で、用水路の整備をはじめ農地の利用調整や

周辺環境整備などを主な活動内容としています。



【材料（２人分）】

サケ… １/４切れ　干しシイタケ…５～６枚

ホタテ…５～６枚　メカブ…３０㌘　焼きのり…２枚

しょうゆ、みりん、酒…各大さじ２　砂糖…大さじ１

片栗粉…適量　シイタケの戻し汁…大さじ２ １/２

塩…適量

　　　　　　酒、みりん…各大さじ１ １/２

◇ソース　　しょうゆ、砂糖…各大さじ １/２

　　　　　　シイタケの戻し汁…大さじ２

【作り方】

①サケは開き、塩コショウする。シイタケは水で戻し

ておく。

※戻し汁は後で使用するのでとっておくこと。

②ホタテとシイタケを戻し汁、酒、しょうゆ、砂糖、み

りんで味つけし冷ましておく。

③焼きのり、サケ、焼きのりの順にのせ、その上に②で

味付けしたシイタケ、ホタテとメカブをのせて巻く。

④片栗粉を水にといたもので③の焼きのりが外れない

ように張り、弱火でゆっくり転がしながら焼く。

⑤適当な大きさに切ってソースをかければ完成。

　このコーナーでは、町管理栄養士や山田町食生活改

善推進員連絡協議会の皆さんが手軽にできるお弁当や

郷土料理、旬の食材を使った料理などを毎月ご紹介し

ます。２回目は旬の真マスとウドを使い、食卓に春の

香りをお届けする料理２品です。

作り方 
【材料（４人分）】

　真マスの木の芽みそ焼き

真マス…４切れ（２８０㌘）　塩、日本酒…各少々

木の芽…１０㌘　白みそ…８０㌘　砂糖…大さじ２

みりん、だし…各大さじ１　卵黄…１個分

　ウドの桜香和え

ウド…３００㌘　白みそ…７０㌘　日本酒…大さじ２

みりん…小さじ２　砂糖…大さじ２ １/２
酢…大さじ２　桜の花の塩漬け…１２本

【作り方】

　真マスの木の芽みそ焼き

①真マスは塩と日本酒をふり、１０分ほど置いて表面

に水気が出てきたら紙タオルでふき取る。

②白みそ、砂糖、みりん、だし、卵黄に細かく刻ん

だ木の芽を加えて混ぜ合わせ、木の芽みそを作る。

③真マスの皮がキツネ色になるまで焼き、木の芽み

そを塗って弱火で軽く焼き目をつけたら完成。

　ウドの桜香和え

①ウドは４～５㌢に切って厚く皮をむく。縦半分に

切った後３～４㍉幅に切り、薄い酢水に浸けてあ

く抜きする。桜の花は水で戻して水気を切る。

②鍋に酒とみりんを入れて火にかけ、アルコールが

とんだら白みそと砂糖を加え、弱火で２～３分か

き混ぜる。粗熱がとれたら酢を加えて混ぜる。

③ウドは流水で洗い、紙タオルで水気を取ったら②

の酢みそで和え、桜の花を添えて完成です。

№２

わたしたちが作りました
　ウドは独特の香りと歯ざわ

りが楽しめます。皮はきんぴ

らにしてもおいしいですよ。

山田町食生活改善推進員連絡

協議会の 々木 哲 
てつ

 子 さん（織
こ

笠・６１歳）＝写真左＝、鈴木

 八 
や

 重 
え

 子 さん（大沢・６３歳）
こ

真マスの木の芽みそ焼きと
　　　　　　　　　ウドの桜香和え

鮭とホタテと椎茸とメカブロール
中鉢麗子さん（飯岡）の作品

【１２】

｛

　山田の魅力発信実行

委員会主催「うんめー

ごっつおー試食審査

会」の奨励賞受賞作品

をご紹介します。
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【１３】

町
長
室
か
ら

　
４
月
　
日
に
行
わ
れ
た
「
盛

２０

岡
市
内
一
周
継
走
大
会
」
で
、

山
田
中
学
校
女
子
チ
ー
ム
が
８

年
ぶ
り
に
優
勝
す
る
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
昨
年
秋
の
県

中
学
校
駅
伝
大
会
準
優
勝
メ
ン

バ
ー
が
４
人
残
っ
た
こ
と
か
ら

優
勝
候
補
の
一
角
に
挙
げ
ら
れ

て
は
い
た
も
の
の
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
は
ね
の
け
て
実
力
ど

お
り
の
結
果
を
出
す
と
い
う
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
賛
辞

を
惜
し
ま
な
い
も
の
で
す
▼
男

子
は
昨
年
の
県
中
学
校
駅
伝
大

会
で
優
勝
し
、
今
回
は
男
女
同

時
優
勝
の
夢
が
か
か
っ
た
も
の

の
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
の

機
会
に
期
待
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
▼
恒
例
の
山
田
町
消
防
演

習
が
４
月
　
日
に
開
催
さ
れ
ま

２０

し
た
。
前
日
ま
で
の
雨
の
た
め

会
場
を
変
更
し
て
、
す
べ
て
の

演
習
を
大
沢
地
区
で
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
は
演
習
参
加
者
の
移
動
時
間

も
な
く
、
ま
た
地
区
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
一
連
の
演
習
を
見

る
機
会
が
で
き
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　
　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一

　ガールスカウト岩手県第２８団（織笠貞団委員長・団員

１９人）が町にチャリティバザーの益金１３,０４４円を寄付し

ました。贈呈式は４月２日に役場で行われ、団員ら９人

　４月８日、旧山田小学校の同窓会「五十五会」（ 々木

鋼文代表）が、町に４６,０００円を寄付しました。同会が３

月に開催した喜寿を祝う会の残金を充てたもので、贈呈

式では会を代表して 々木さんら世話人が役場を訪問し、

沼崎喜一町長に寄付金を手渡しました。同会はこれまで

も母校に対して寄付活動を行っており、昭和５７年には鈴

町町町町町町町町町町にににににににににに温温温温温温温温温温かかかかかかかかかかいいいいいいいいいい善善善善善善善善善善意意意意意意意意意意届届届届届届届届届届町に温かい善意届くくくくくくくくくくく

ガ

ー

ル

ス
カ
ウ
ト

バ
ザ
ー
の
益
金
を
寄
付

旧
山
田
小

同

窓

会

年
祝
い
の
残
金
を
贈
る

が出席。代表で山﨑梨々花さん（山田中１年）が「大切に使ってく

ださい」と沼崎喜一町長に寄付金を手渡しました。沼崎町長は

「皆さんの善意を町の福祉に役立てます」とお礼を述べました。

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

ま
す
か

　
こ
の
春
に
短
大
を
卒
業

し
、
４
月
か
ら
町
内
の
幼

稚
園
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

勤
め
て
間
も
な
い
の
で
毎

日
バ
タ
バ
タ
し
て
い
ま
す

が
、
周
り
の
先
生
方
と
子

供
た
ち
の
笑
顔
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
、
楽
し
く
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

★
趣
味
、
特
技
は

　
幼
稚
園
の
と
き
か
ら
ず
っ
と
習
っ

て
い
る
書
道
で
す
。
最
近
、
師
範
免

状
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
今
や
り
た
い
こ
と
は

　
中
学
校
か
ら
吹
奏
楽
部
に
所
属
し

て
楽
器
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
地
元

に
い
る
仲
間
た
ち
と
ま
た
一
緒
に
演

奏
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

★
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す

　
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
大
好
き
な
の

で
、
子
供
た
ち
が
毎
日
幼
稚
園
に
来

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
よ
う

な
環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

子
供
た
ち
の
笑
顔
が
大
好
き
で
す

木善幸さんが内閣総理大臣に就任したことを記念して、山田北

小と山田南小に石碑を建立。平成３年には、同じく両校にそれ

ぞれ３０万円分の図書券を贈っています。

大　石　 祐 　 香  さん
ゆ か

(大沢・２０歳）



　
町
で
は
、
町
税
の
納
め
忘
れ

が
無
い
よ
う
に
、
未
納
の
方
へ

催
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

催
告
書
が
届
い
た
方
は
、
指
定

の
期
限
ま
で
に
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。
病
気
な
ど
の
事
情
に
よ

り
期
限
ま
で
に
納
め
る
事
が
で

き
な
い
場
合
に
は
、
分
割
で
納

め
る
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
納
付
の
相
談
も
無
く
納
税
の

誠
意
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

納
税
の
公
平
を
保
つ
た
め
預
金

や
給
料
、
不
動
産
な
ど
を
差
し

押
さ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
は
約
4
0
0
件

の
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
税
が
社
会
を
支
え

て
い
ま
す
。
期
限
内
の
納
税
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役

場
税
務
会
計
課
収
納
対
策
室

（
内
線
１
１
５
）
へ
ど
う
ぞ
。

町町町町町町町町町町町町
税税税税税税税税税税税税
のののののののののののの
滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞滞

町
税
の
滞
納納納納納納納納納納納納納

催催催催催催催催催催催催
告告告告告告告告告告告告
書書書書書書書書書書書書
でででででででででででで
おおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知
らららららららららららら

催
告
書
で
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせ

胃がん、肝・胆・腎検診を実施

　胃がん検診と肝臓・胆のう・腎臓検診が、下表の

日程で行われます。通知書の日程を確認し、忘れず

に受診してください。まだ申し込みをしていない方

でも受診できますので、希望する方は直接会場へお

越しください。

◆検診の日程　　　　　　　　　　　　　　〔５月〕

◆受付時間　午前６時半～８時

◆受診料　　胃がん検診…１,５００円

　　　　　　肝臓・胆のう・腎臓検診…１,３００円

※受診料は当日会場でいただきます。

◆注意事項　諮検診前日の夜８時から検診終了まで

飲食物（アルコール類を含む）を取らないでくだ

さい諮検診前日の就寝時まで水、お茶は飲んでも

構いません諮普段服用している薬はお飲みくださ

い諮当日は検診終了までたばこは吸わないでくだ

さい諮当日の朝はできるだけ用便を済ませてから

お越しください。

◆問い合わせ　役場保健福祉課健康管理担当（察８２

－３１１１内線１６１）へどうぞ。

会　　　　　場期　　日対象地区

大 浦 漁 村 セ ン タ ー13日、14日大　　浦

ふ る さ と セ ン タ ー15日～17日大　　沢

織 笠 漁 業 協 同 組 合19日～21日織　　笠

豊間根生活改善センター22日～24日
豊 間 根
荒　　川

　県内各地で山火事が多く発生していることから、

岩手県山火事防止対策推進協議会では、５月１１日ま

で県内全域に「山火事警戒宣言」を発令しています。

　何かと山に入る機会も増え、空気も乾燥している

ことから、「ちょっとした不注意が大規模な山火事

へ」となる恐れがあります。火の取り扱いには十分

注意し、山火事の防止にご協力をお願いします。

諮風が強い時や空気が乾燥している時には、野焼き

やたき火などは絶対やめましょう。

諮たばこの投げ捨ては絶対やめましょう。

諮森林内や山林付近での火の取り扱いには十分注意

しましょう。

「山火事警戒宣言」発令中

【１４】

県職員と警察官
採用試験を実施

　県職員と警察官の採用試験が

実施されます。

◎県職員（Ⅰ種）

試受験資格　①昭和５１年４月２

日から昭和６２年４月１日まで

に生まれた人②昭和６２年４月

２日以降に生まれた人で、大

学を卒業または見込みの人

試試験日　６月２９日（日）

試試験地　滝沢村、東京都

試申込書の請求先　宮古地方振

興局企画総務部（察６４－２２１１）

◎警察官Ａ（男性、女性）

試受験資格　昭和５０年４月２日

以降に生まれた人で、大学を

卒業または見込みの人

試試験日　７月１３日（日）

試試験地　盛岡市

試申込書の請求先　宮古警察署

山田交番（察８２－２１５５）

◆受付期限　５月３０日

※インターネットでの申し込み

は５月２５日までです。詳しく

は県人事委員会ホームページ

（http://www.pref.iwate.jp/
~hp０７４１/）をご覧ください。

◆申込先・問い合わせ　県人事

委員会事務局（察０１９－６２９－

６２４１）へどうぞ。

特定健診の受診で
生活習慣病予防を

　町では、内臓脂肪型肥満（メ

タボリックシンドローム）に着

目した特定健診を行いますので、

希望者はお申し込みください。

試実施期間　９月１日～２９日

※土曜、日曜、祝祭日を除く。

試対象　国民健康保険に加入し

ている昭和９年４月１日～昭

和４４年３月３１日生まれの人

試健診会場　保健センター、各

地区集会所

試申込期限　５月１５日

試費用　自己負担はありません。

試申込先・問い合わせ　役場住

民生活課国民健康保険担当

（内線１２５）へどうぞ。

船越家族旅行村の
絵画や写真を募集

　ＢＧ浦の浜会では、船越家族

旅行村写生・写真コンクールを

実施します。家族旅行村周辺の

風景を写生・撮影した作品を、応

募用紙を添えてご応募ください。

試絵画　諮部門…小学生以下・

中学生・一般諮作品…四つ切

画用紙（画用紙は各自で用意

してください）

試写真　諮対象…小学生以上諮

作品…キャビネ版以上、プリ

ンタ印刷可

試応募期限　５月３１日

※応募用紙は、旅行村案内所と

鯨と海の科学館で配布します。

試応募先・問い合わせ　鯨と海

の科学館（察８４－３９８５）へ。

　献血が行われます。皆さんの

ご協力をお願いします。

◎全血献血

試期日　５月７日（水）

試時間と場所　午前９時半～１１

時…役場庁舎前　正午～午後

１時半…道の駅やまだ　午後

３時～４時…ジョイス山田店

◎成分献血

試期日　５月１３日（火）

試時間　午前９時～午後３時

試場所　保健センター

※成分献血にご協力いただける

方は、５月９日までにご連絡

ください。

◆連絡先・問い合わせ　役場保

健福祉課健康管理担当（内線

１６１）へどうぞ。

命を救う善意の
献血にご協力を

まちで出会ったか
わいい笑顔

●１ ４月15日にサケ稚魚放流会

が行われたのは○○川？

　佳織笠　加神田　可広瀬

●２ 中央町の髙橋清隆さんが町の

新しい特産品にしようと取り

組んでいる海藻は○○モク？

　佳アカ　加シロ　可クロ

●３ 任期満了に伴う山田町長選挙

の投票日はいつ？

　佳６月７日

　加７月６日

　可７月７日

●４ 今月の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん14

人のうち、男の子は何人？

　佳５人　加６人　可７人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、ご応募ください。全問

正解者の中から抽選で１０人に

５００円の図書カードをプレゼン

ト。応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　５月１９日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ｂ、②－Ａ、

③－Ｂ、④－Ｂでした。応募者

数は４７人で４４人が正解。抽選の

結果次の１０人が当せんしました。

中央町＝長澤佳子（４０）　八幡町

＝湊優紀美（１２）、佐々木真努加

（？）　長崎＝伊藤亜紀子（１６）、

木戸脇瑠南（１１）　船越＝白土栞

（８）、黒沼五百子（？）　織笠＝

福士正子（６８）　大沢＝鈴木幸子

（？）　豊間根＝佐々木栄子（？）

　<敬称略>

【１５】

試職種　労務職（草刈りなど基

地周辺の環境整備）

試募集人数　１人

試応募資格　１８歳以上６５歳未

満の人で、既に健康保険に加

入している人

試任用期間　６月２日～９月３０

日のうち指定する期間

試試験日　５月１３日（火）

試試験会場　航空自衛隊山田分

屯基地

試申込期限　５月７日

試申込先・問い合わせ　航空自

衛隊山田分屯基地（察８２－

２６３６内線２０３）へどうぞ。

　町では、期限付臨時職員を募

集します。選考方法は書類審査

（履歴書）と面接です。

試職種　健診・保健指導補助

試募集人数　１人

試勤務場所　住民生活課

試応募資格　町内に居住し、保

健師か正看護師の資格を有し、

家庭訪問活動に従事できる人

試賃金　日額７,３００円

試任用期間　６月１日～１１月３０日

※必要がある場合は、最大１０カ

月まで期間が更新されます。

試申込方法　役場住民生活課ま

たは各支所に備え付けの履歴

書に必要事項を記入し、総務

課に提出してください。

試申込期限　５月１５日

試問い合わせ　役場住民生活課

医療給付担当（内線１２４）へ。

　町では、多重債務についての

相談窓口を設置しています。

試相談日　５月１３日、２７日、６

月３日、１７日、７月１日、１５

日（いずれも火曜）

試時間　午前１０時～午後３時

試場所　役場住民生活課相談室

試相談員　司法書士

試問い合わせ　役場住民生活課

住民相談担当（内線１２８）へ。

町の期限付臨時
職員を一般公募

自衛隊山田基地で
非常勤隊員を募集

多重債務の相談に
専門家が応じます

５月の町長面談日
試日時　５月８日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

試日時　５月２０日～２１日

　　　　午後６時５０分～

試場所　Ｂ＆Ｇ海洋センター体

育館

試対象　中学生以上の町民

試内容　６人制バレーボール

試種目　混成の部（女性２人以

上を含む）、女子の部

試参加料　１チーム２,０００円

試申込期限　メンバー表を添え

て５月１２日までにお申し込み

ください。

試申込先・問い合わせ　町教育

委員会事務局社会体育担当

（察８２－５５０５）へどうぞ。

Ｂ＆Ｇバレー大会
皆さんのご参加を

試日時　５月２５日（日）

　　　　午前９時～正午

試場所　みやこ広域リサイクル

センター（宮古市小山田）

※出店を希望する方は５月２１日

までにお申し込みください。

試申込先・問い合わせ　みやこ

広域リサイクルセンター（察

６３－７７５３）へどうぞ。

フリーマーケット
宮古で開催します

　５月１２日の「看護の日」にち

なみ、健康相談を開催します。

試日時　５月１０日（土）

　　　　午前１０時～正午

試会場　シートピアなあど研修

室（宮古市）

試内容　健康相談、血圧・体脂

肪測定など

試問い合わせ　岩手県看護協会

宮古地区支部（宮古病院内察

６２－４０１１）へどうぞ。

看護の日健康相談
１０日に宮古で開催

　ストリートダンスサークル

「 FootWorks 」では、講習会を開
フットワークス

催します。ヒップホップを中心

に、初心者にも分かりやすく丁

寧に教えます。興味のある方は

直接会場へお越しください。

試日程　毎月第１、第３火曜日

試時間　午後７時半～９時

試場所　保健センター２階

試対象　小学生以上

試参加費　無料

試持参する物　上履き、タオル、

飲み物

試問い合わせ　FootWorks事

務局（糠盛察０８０－１８４３－７４１４）

へどうぞ。

ストリートダンス
講習会開催します

　鯨と海の科学館では、「伊藤昌

夫個展～海の風景を描き続けて

５０年～」を開催しています。

試開催期間　８月２０日まで

試時間　午前９時～午後４時半

※入館は午後４時までです。

試場所　鯨と海の科学館

試内容　浜に建つ小屋、漁船な

ど海の風景を描いた作品２２点

試問い合わせ　鯨と海の科学館

（察８４－３９８５）へどうぞ。

鯨と海の科学館
企画展を開催中

　第３回山田民謡伝承会発表会

が開催されます。

試日時　５月２５日（日）正午～

試場所　町中央公民館

試入場券　前売券…１,０００円

　　　　　当日券…１,２００円

試入場券取扱所　ふるさとセン

ター、町中央公民館、新保公

宅（察８２－５６５９）

試問い合わせ　ふるさとセン

ター（察８２－４３３３）へどうぞ。

民謡伝承会発表会
皆さんのご来場を



おめでた・おくやみ

３月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　佐藤 凜  音 （勝信・女）、駿河 小  桜 （秀
り ん こ はる

一・女）、篠澤 妃  芽  乃 （均・女）
ひ め の

試田の浜　矢口 奈  那  美 （明夫・女）
な な み

試大浦　山﨑 琉  央 （俊弘・男）
れ お

試織笠　佐々木 陽  那 （泉・女）、菊地 優  菜 （隼
はる な ゆう な

也・女）

試大沢　佐々木 優  花 （槙吾・女）
ゆう か

試荒川　斉藤 蘭 （光義・女）
らん

〔結婚した二人〕（　）は住所

山﨑和之（境田町）・長久保希美子（青森県東北町）

佐々木敬冶（船越）・川﨑布美子（船越）

齋藤貴幸（荒川）・佐々木順子（船越）

松本択巳（宮古市）・山﨑好（船越）

上野真吾（山田）・土手真喜子（釜石市）

花﨑和博（船越）・千代川恵子（大沢）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　鈴木ハツミ（９８）、石山喬（７３）、﨑

尾與志美（８７）、横田賢哉（７９）、長嶺喜一

（８１）、石川徹（５９）、安藤忠夫（６９）、 藤利

幸（７８）、佐々木 （７７）、佐々木卓朗（８１）、

佐々木フクヱ（９２）、佐々木宗五郎（８４）

試船越　山﨑ミツ子（８２）

試田の浜　山﨑東（７９）、濱登サン（８９）

試大浦　金澤宏昌（７６）、山﨑ミトリ（８５）

試織笠　吉川長左衛門（７０）、阿部清三（９２）、

三浦平志（６７）、三浦タミ子（６６）、田村勝明

（７５）、阿部キヨ（８７）

試大沢　 俣仁太郎（７２）、 藤サタ（８６）、

鈴木ソ子（９６）

試豊間根　佐々木正子（５１）、伊藤ヒデ（８５）、

芳賀フチ（７５）

◆
４
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し

た
（
文
）。
文
章
が
得
意
な
訳
で
は
な

く
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
も
初
め
て
の

自
分
に
と
っ
て
は
苦
悩
の
日
々
で
す

が
、
早
く
一
人
前
の
広
報
マ
ン
に
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

◆
４
月
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

久
々
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
ウ
ー
マ

ン
と
元
気
な
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
を
再
開
し
ま
し

た
。
新
し
く
な
っ
た
「
広
報
や
ま
だ
」

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●文 ●和 

町民のうごき
（３月 1 日～３１日）

試出生……１２人　　試転入…… ８８人

試死亡……３３人　　試転出……１７３人

試人口…１９,９６３人（今月減１０６人）

　男…９,５７８人　女…１０,３８５人

試世帯数………………７,２２７世帯

「広報やまだ」は環境に優しい再生紙と
大豆油インキ（植物油）を使用しています。

西　川　 恵 　 正 
けい た

（豊間根・秀樹・男）

伊　東　 真 　 央 
ま お

（八幡町・好則・女）

松　原　あやな
（飯岡・宏明・女）

横　田　 一 　 騎 
いっ き

（飯岡・勝也・男）

澤　田　 美 　 咲 
み さき

（豊間根・潤一・女）

白　根　　　 凛 
りん

（豊間根・達也・女）

佐々木　 胡 　 春 
こ はる

（豊間根・学・女）

 　原　 莉 　 珠 
り ず

（船越・聖児・女）

小　林　 侑 　 雅 
ゆう が

（大沢・洋輔・男）

笹　花　 心 　 音 
こと ね

（長崎・弘行・女）

平　山　 詩 　 月 
し づき

（長崎・孝一・女）

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。
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箱　石　　　 類 
るい

（長崎・渉・男）

芳　賀　　　 峻 
　しゅん

（荒川・隆・男）

山　﨑　　　 珀 
はく

（長崎・和重・男）
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